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研究成果の概要（和文）：ピッチマッチング能力を促進する指導法の開発に関する基礎研究をおこなった。主な
研究成果は、以下の通りである。（1）幼稚園教師を対象とした質問紙調査の結果、「グループ歌唱」は歌唱形
態としてあまり用いられていないことが明らかになった。（2）幼稚園児の歌声を事例検討した結果、クラス歌
唱よりもグループ歌唱で歌声が改善することが明らかになった。「グループ歌唱」は、あまり用いられない歌唱
形態であるが、ピッチマッチング能力を促進する有効な方法の1つとして示唆された。

研究成果の概要（英文）：We conducted basic research to develop teaching methods for promoting pitch 
matching ability. The main results are the following. (1) Results of a questionnaire survey 
targeting kindergarten teachers clarified that “group singing” is not often used as a singing 
form. (2) A case study of kindergartners’ singing voice clarified that singing voice improves more 
by group singing rather than by class singing. “Group singing” is not often used, but results 
suggest that it is an effective method for promoting pitch matching ability.

研究分野： 幼児音楽

キーワード： 歌唱　幼児
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
これまで研究代表者は、本研究課題の基礎

研究として、幼年期歌唱発達児（歌唱におけ
る発達中の幼児）の実態把握をおこなってき
た（水﨑、2002、2007、2008）。Mizusaki（2011）
（The 8th APSMER 発表）では、日常的な保育
の場面で幼児の歌唱について研究した。4、5
歳児を対象として、クラス全員で歌う時に 1
人ひとりがどのような歌唱状態で歌ってい
るのかを検討した。対象児全員にヘッドセッ
トマイクを装着させて歌声を録音し、5 段階
音高尺度で評定した。その結果、1～2点台の
低い評定値であった者は4歳児15人中10人、
5 歳児 18 人中 11 人であり、多くが不正確な
音高で歌っていることを明らかにした。
Mizusaki（2013）（The 9th APSMER 発表）で
は、5 歳児を対象として、Mizusaki（2011）
と同様の結果を報告した。これらの研究結果
は、幼年期歌唱発達児のピッチマッチング能
力の低さを具体的に示すものであり、ピッチ
をまったく合わせることができない幼児の
存在をも示すことになった。つまり、幼年期
歌唱発達児のピッチマッチング能力は、経験
的に考えられている以上に、「低い」ことが
明確に示された。このような実態解明の次の
ステップとして、幼年期における指導法の開
発を計画した。 
これまでの研究者は、それぞれの立場から

歌唱指導の重要性を唱え、指導法について研
究してきている。Roberts & Davies（1976）
は、小学生を対象として、声域の拡大に焦点
を当て、効果的なメソッドを開発した。
Reifinger（2013）は、小学生を対象として、
音高弁別と音高マッチに焦点を当て、指導法
を検討した。緒方（2006、2008、2009）は小
学校の音楽授業で使用できる「エクササイズ
アプローチ」を提案し、多くの有益な知見を
残した。このように歌唱指導法については研
究事例があるにもかかわらず、幼年期の歌唱
指導法については、ほとんど研究されてこな
かった。関連する研究としては、志民（2010、
2011）による「幼児の声の技能を伸ばす教材
の開発」にとどまっており、まだ検討の余地
は十分にある。 
本研究では、幼年期歌唱発達児への指導法

の開発を目的として研究することにした。そ
の際に、「ピッチマッチング能力」に着目す
る。ピッチマッチング能力とは、聴いた音高
を弁別し、同じ高さで再生する能力のことを
指し、安定した歌唱にとって必要な能力の 1
つである。幼児の歌唱能力は、幼稚園での指
導の影響を受ける（ Mimura 、 Kitano 、 
Yoshitomi & Takeuchi、2009）。このため適
切な指導法を考える必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究は、幼年期歌唱発達児のピッチマッ

チング能力を促進する指導法を開発するた
めの基礎研究として、5つの研究をおこなう。
それぞれの目的を挙げる。 

（研究 1）音高の正確さについて、近年の研
究を中心として知見を整理し、今後の課題を
示すことを目的とする。Hedden（2012）の先
行研究を踏まえながら、国内の研究成果を取
り入れて検討する。 
（研究 2）日本の幼稚園教師の歌唱教材曲選
択規準と、彼らが採用している歌唱活動の方
法について明らかにすることを目的とする。
『幼稚園教育要領』では、歌唱活動の具体的
な内容と方法は示されておらず、幼稚園教師
に委ねられており、その実態を質問紙調査に
より検討する。 
（研究 3）幼稚園児を対象として一斉歌唱中
における個別実態を質的に検討することを
目的とする。幼児の歌声は評定尺度を用いて、
量的に大まかに捉えられているのみである。
したがって、量的には表すことができない情
報を、どのように記述していけばよいのかに
ついては未解決の問題である。本研究では、
一斉歌唱中における個別データの記述に基
づいて、幼児の歌声を質的に検討する。 
（研究 4）歌唱活動における幼児の歌声が変
化した状況に着目して、その原因について明
らかにすることを目的とする。公立 A幼稚園
の歌唱活動を取り上げて、そこでの幼児の歌
声について微視的に検討する。クラス全体の
歌声ではなく、活動に参加する幼児 1人ひと
りの歌声にミクロに接近する。 
（研究 5）公立 A 幼稚園の年中クラスを対象
として、新曲導入の実際について明らかにす
ることを目的とする。対象保育者がおこなっ
た「絵本を用いた新曲導入」について事例デ
ータをもとに検討する。絵本の読み聞かせか
ら歌へどのようにつなげているのか。また導
入後の指導はどのようにおこなわれている
のか。保育者の発言だけではなく、保育者の
歌唱、身振り、そして言葉がけも丁寧に記録
することで検討する。 
 
３．研究の方法 
（研究 1）基礎研究の動向について、次の 6
つの点から整理した。①歌声の優位性と嗜好、
②ピアノ伴奏の効果、③課題の難易度、④歌
唱形態（独唱と斉唱）、⑤歌詞の有無、⑥身
振りの効果である。 
（研究 2）公立幼稚園教師を対象として、質
問紙調査をおこなった。最終分析対象者は
176 人であった。クラスで歌を歌う時の教材
曲選択規準について（「あなたはクラスみん
なで歌を歌う時の歌唱教材を選ぶ際にどの
ようなことを考慮して選んでいますか」）、質
問項目を提示し、5段階（1：全くあてはまら
ない～5：よくあてはまる）で回答させた。
質問項目は、「その時期の季節に合った歌」
「その時期の行事に合った歌」など 31 項目
であった。また歌唱活動（一斉活動）をする
時の方法について、歌唱形態と伴奏に関する
質問項目を提示し、5段階（1：全くあてはま
らない～5：よくあてはまる）でも回答させ
た。 



（研究 3）公立 A幼稚園の年長児（5、6歳児）
クラスが参加した。幼児 1人ひとりにピンマ
イクを襟元に付けてもらい、IC レコーダーで
録音した。録音された全データを聴取し歌い
方に特徴がある4人を抽出して分析対象とし
た。録音は、対象児の所属する保育室で行っ
た。録音曲は「ドキドキドン 1年生」であっ
た。電子ピアノによる自動伴奏に合わせて歌
唱した声をデータとした。 
（研究 4）公立 A幼稚園の年長児（5、6歳児）
クラスが参加した（対象児は研究3と同一）。
活動中の幼児の歌声を録音するために、幼児
1 人ひとりにピンマイクを襟元に付けてもら
い、IC レコーダーで録音した。録音された全
データを聴取し、活動中に歌声が特に変化し
た男児 Aを分析対象とした。歌唱活動の使用
曲は「たいせつなたからもの」であった。曲
の拍子は 4分の 4で、音域は C4～C5である。
この曲の指導が、歌唱活動の主な内容である。
歌唱活動は約 25 分であり、担任教師 1 人に
よって進められた。指導では電子ピアノによ
る録音伴奏が用いられ、この伴奏は活動中の
歌唱のすべてで用いられた。したがって、同
一の伴奏条件下で、どのように幼児が歌った
のかを検討できる。 
（研究 5）公立 A 幼稚園の 4 歳児クラスの担
任保育者を対象にした。女性で年齢 40 代前
半、保育経験年数（公立幼稚園）20 年目であ
る。新曲「うさぎ野原のクリスマス」の担任
保育者による導入初日の指導である。実践で
は「こうさぎのクリスマス」という絵本が新
曲導入として用いられた。 
 
４．研究成果 
（研究 1）「幼児の音高の正確さには、ピアノ
伴奏による効果は少ないこと」や「幼児が誰
か他の人と一緒に歌うよりも、1 人で歌った
方がより正確に歌えること」などの研究結果
をまとめた。これらの結果は、我が国におけ
る伝統的で一般的な歌唱指導法、すなわち
「ピアノ伴奏に合わせての一斉唱」を再考す
るための知見と言える。今後必要とされる研
究課題の 1つとして「言語フィードバックの
影響」をあげた。幼児の歌声は、教師の言語
フィードバックによって改善されるのか。改
善される場合は、どのような言語を用いたフ
ィードバックがより良いのかという検討課
題である。 
（研究 2）クラスで歌を歌う時の教材曲選択
規準について、31 の質問項目で検討した結果、
もっとも平均値が高かった項目は「その時期
の季節に合った歌」4.84（SD＝0.37）であり、
次いで「その時期の行事に合った歌」4.71（SD
＝0.49）であった。一方、もっとも平均値が
低かった項目は「流行しているアニメや TV
番組の歌やヒットソング」2.30（SD＝0.92）
であった。ポピュラーソングは、幼児の多く
が家庭で接しており、好きな歌の1つである。
しかし、教師はポピュラーソングの選択につ
いて消極的であった。歌唱活動（一斉活動）

をする時の方法について、歌唱形態と伴奏に
関する質問項目を提示し、5段階（1：全くあ
てはまらない～5：よくあてはまる）で回答
させた。歌唱形態の平均値は、「幼児全員で
歌う一斉歌唱を行っている」4.41（SD＝0.72）、
「グループ唱を行っている」2.02（SD＝1.06）、
「個別唱を行っている」1.28（SD＝0.62）で
あった。グループ唱と個別唱は、音高の正確
さの改善にとって効果があり推奨されてい
る（Rutkowski、1996）が、多くの教師は採
用していなかった。伴奏の平均値は、「ピア
ノなどの鍵盤楽器で伴奏をつけて歌う」4.41
（SD＝0.75）、「CD をかけて歌う」2.56（SD
＝1.14）、「無伴奏で歌う」2.49（SD＝1.08）
であった。CD伴奏と無伴奏では、教師が伴奏
をおこなわない分、より多くの歌唱指導を可
能にさせる利点があるが、あまり採用されて
いなかった。 
（研究 3）取り上げた 4 つの事例は、いずれ
も大人の歌い方とは異なる幼児独自の歌い
方を端的に示していた。たとえばある女児は
次のように記録された。「ジャストなタイミ
ングで、勢いのある歌い出しである。自らリ
ズムにのろうとしている様子が分かる。豊か
な声量があり、「どっきどきどん」では、リ
ズミカルに表現している。歌う旋律は、ほと
んどがピアノに合っていない。」である。こ
のような歌い方を特徴づけるのは「幼児の歌
唱能力が大人よりも低い」というだけでは片
付けけられない「幼児独自の世界」を示すも
のと考えられる。幼児の持つ豊かな歌の世界
を明らかにするには、従来のような量的な検
討だけに固執せずに、質的に検討することも
重要であるとまとめた。 
（研究 4）歌唱活動における幼児の歌声が変
化した状況に着目して、その原因について検
討した。抽出した対象児の歌声は 1回目のク
ラス歌唱よりも2回目のグループ歌唱で変化
した。その原因として 3 点を考察した。第 1
は歌唱意欲の高まり、第 2は意欲的な仲間の
歌声、第 3は教師と友だちのあたたかな雰囲
気である。従来、幼児の歌声は固定的なもの
ではなく、教育の可能性があると指摘され、
様々な研究がおこなわれてきた。本研究はこ
れまであまり検討されていない動機づけの
点からの研究と言える。 
（研究 5）幼稚園 4歳児クラスを対象として、
「絵本を用いた新曲導入」の実際について検
討した。保育者は絵本の読み聞かせと歌の活
動の重なりを意図的に作ることで、活動間の
移行をおこなっていた。また活動中は、幼児
の歌声に対して具体的な評価・感想を投げか
けていただけではなく、歌声の変化に応じて
言葉がけを変えていた。これにより、幼児の
歌声が次第に引き出されていった。これらの
結果は、新曲導入の先行研究では指摘されて
いないことであり、新たな知見をもたらした
と言える。 
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